
様式第 5 号 

事業中間報告書（１１月３０日時点） 

コース ☑自主事業コース  □協働市民提案コース  □協働行政提案コース 

事業名 聴覚障害者のための和太鼓ワークショップ事業（２） 

団体名 備中邦楽の里フェスタ実行委員会 

担当課  

 

1 事業の概要 

事業計画書（様式第２号）に記載した「４ 計画の概要と対象者」を転記してください。 

 

2 アウトプット（直接の結果）の達成状況 

事業計画書（様式第２号）に記載した「５ アウトプット（直接の結果）」の「指標」及び「事業実施後の数

値目標」を転記し，１１月３０日時点の達成状況を数値で記入してください。 

指標（転記） 
事業実施後の 

数値目標（転記） 

１１月３０日時点

の達成状況 

聴覚障害者を対象とした和

太鼓ワークショップ 

 

 

４回開催（各回 15名）参加。 ２９名（２回分） 

聴覚障害者が参加可能な曲 

 

１曲。 ０曲。 

（１～２月ごろ実施） 

イベントでの発表 １回。 ０回 

（平成 31年度実施） 

 

 

  

聴覚障害者が参加可能な和太鼓体験ワークショップを開催します。 

聴覚障害者が参加可能な曲を作曲（もしくは選曲）し、倉敷市内でのイベントで、アーテ

ィストとともに、演奏・披露します（平成 31 年度） 
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3 事業の課題と改善策 

事業を実施する中で見えてきた課題と，今後の改善策を記入してください。 

 

4 事業実施記録 

実施した事業の詳細を記入してください。 

実施内容 実施日時 実施場所 
従事者 

の人数 

受益対象 

者の人数 

第１回 ワークショップ開催 （延期） 9 月 29 日（土） ― ― ― 

第１回 ワークショップ開催 

・和太鼓の説明 

・講師の実演（見る、聞く、触る） 

・簡単なリズムの体験 

・叩いて遊ぼう 

10 月 13 日（土） 

10 時～11 時 

（子ども） 

11 時～12 時 

（大人） 

地蔵院 ９名 

講師１ 

通訳者２ 

STAFF４ 

ボランテ

ィア２ 

21 名 

第２回 ワークショップ開催 

・和太鼓の説明 

・講師の実演（見る、聞く、触る） 

・簡単なリズムの体験 

・グループ分けでの簡単なリズム体験 

・叩いて遊ぼう 

11 月 10 日（土） 

10 時～11 時 

（子ども） 

11 時～12 時 

（大人） 

地蔵院 9 名 

講師１ 

通訳者２ 

STAFF３ 

ボランテ

ィア１ 

8 名 

 

＜緊急時の対応について＞ 

台風のため、ワークショップを１度、日程変更したが、参加者への連絡が、思うようにで

きないことがあった。連絡先が FAX しかない参加者も複数おり、確認されたのかどうかが

わからないことあった。土日の開催のため、支援団体等との連絡も取りづらい状況であっ

た。 

今後の改善策については、前日判断ではなく、より早めの中止・延期等の判断を行うとと

もに、支援団体等との連携を、より緊密に行う体制が必要と考えている。 


